
120

　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

台湾における共同ゼミの準備として、日本に伝来
した天文学や医学の受容について主に江戸時代の事
例を考察し、自然哲学に基づく理論的な考察が日本
では深められてこなかった状況を発表した。こうし
た問題は、西洋における科学の発達による思考法と、
他の文化の自然観との相違としてより一般的に考え
ていけるのかを引き続き現在の課題としている。

　Japanese way of accepting and developing foreign 
studies on nature in Edo era and the problem of 
unique character of Western science.

科学哲学／認識論／知識の哲学／自然主義／英米哲学
philosophy of science ／ epistemology ／ philosophy of knowledge ／ naturalism ／
Anglo American philosophy
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

私は知識の問題を研究していますが、それは日本人が江戸時代以来受けいれてきた西洋の学問をどう理解し
ているか、という歴史的な問題や、現在の科学がどうして正しい立場であるといえるのか、といった理論的な
問題に関係し、またそもそも知識は単なる信念とどう違うのか、という基本的な論点でも論争が続いている、
興味深い分野です。多くの人に関心を持ってもらいたいと希望します。

　現在の知識論は、素朴に実在や真理を前提にしたうえで認識や知識を論じるのではなく、それら自身のあり
方を再検討しながら、信頼できる知識の特徴やあり方を考えるという方向に変わり、そのため、何が望ましい
立場や原理であるかということを、倫理学のような分野と同様の関心で論じるようになっています。そのため、
私自身の研究の内容も非常に広がり、従来とは異なった考え方による知識論が期待されます。

知識の哲学に関するいろいろな考えの紹介、江戸
時代における天文学や医学における知識論の紹介、
自由意志の問題についての授業を行なった。

　Introduct ion to philosophy of knowledge, 
epistemology of Edo science, the problem of free will.




